
     
 
長かった夏休みが終わり、２学期が始まりました。子どもたちの元気な声が教室に戻り、4 年団職員一同、喜

んでいます。それぞれの夏休みの思い出を聞くと、みんな楽しそうに出来事や体験について話していました。充

実した毎日を過ごせたようで、教室が笑顔でいっぱいになりました。 

２学期には、校外から講師が来られてお話を聞く等、外部の方と交流する機会が予定されています。そのよう

な場を通して、個々の力はもちろんですが集団としての力をより高めたいと思っています。そこで、「よいと思

うことを自分から進んで」「友だちと協力して」を意識して行動できるように指導していきたいと考えています。

これからの社会で求められる、「主体的に物事に取り組む人」、「他者と関わりながらよりよいものを創り出せる

人」への素地をつくり、高学年に向けての準備としたいです。まだまだ厳しい残暑が続いています。早寝・早起

きなど、生活習慣に気を付け、元気よく学校生活を送っていけるようご家庭でも声かけをお願いします。今学期

も引き続きご支援をよろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

★ 新しい教科書について ★ 
 国語と算数の「下」の教科書を配りました。中のページ等を確認の上、名前を書いて大切に保管しておいてく

ださい。落丁等不備があった場合、記名する前に早めに担任までお知らせください。なお、しばらくは１学期に

引き続き「上」の教科書を使用します。「下」の教科書が必要になる際には、子どもたちに知らせます。 

★ 災害に備えて ★ 

 ８月３０日（水）～９月５日（火）まで、防災週間となっています。学校でも地震避難訓練を行いますが、地

震はいつ・どこで起こるか分かりません。登下校中や家に一人でいるときなど、もしもの場合の避難についてご

家庭でも話していただけますようお願いいたします。 

★ 「命の先生」のお話について ★ 
 ９月２５日（月）に、香川県福祉士会の介護福祉士の池ノ内様より、高齢者介護の仕事の内容や、仕事を通し

て感じた、人と人とが支え合う素晴らしさ等のお話をしていただきます。子どもたちは、生子山学習で「命輝く

人とのふれ合いから学ぼう」をテーマに、福祉について学んでいます。１学期はアイマスク体験などを通して主

に視覚等、身体に障がいがある方の日常生活の困りごとについて学んできました。２学期からは、高齢者の身体

的な困りごとや、今までできていたことができなくなるもどかしい気持ち、それに寄り添った支援の在り方につ

いて学んでいく予定です。今年度、新型コロナ感染症への対応は以前のように厳しくはないですが、高齢者と直

接交流する機会をもつことができないので、今回のお話は子どもたちにとってよい学習となると思います。高齢

者の方へ温かい気持ちをもつこと、実際に支援できる行動力をつけることを目標に学習を進めてまいります。ご

家庭でも機会があれば、子どもたちに話していただけるとありがたいです。 

    

綾川町立昭和小学校  
４ 年 団  学 年 だ よ り 
令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日 

理科：「月や星の動き」「自然の中の水のすがた」 

社会：「自然災害にそなえる町づくり」 

音楽：「サミングに挑戦」「曲にあった歌い方」 

「かけ合いと重なり」 

図工：「まぼろしの花」「ギコギコトントンクリエーター」 

体育：「かけっこ・リレー」「小型ハードル走」 

    

 

国語：「詩を読もう」 

「学校についてしょうかいすることを考えよう」 

「文の組み立てを考えよう」 

   ｢一つの花｣ 

算数：「２けたでわるわり算の筆算」「割合」 

 

ハーモニー♪ 
 

学習の予定 


